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新庁舎の
設計事業

者が製作
中の那須

塩原駅周
辺の模型

。

仮ではあ
るが、前

弥六南町
の建設予

定地に

新庁舎が
イメージ

されてい
る。

那須塩原駅西口

新庁舎建設予定地

新庁舎と
まちづく

り
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合
併
の
協
定
項
目
で
あ
る
新
庁
舎
整
備

合
併
の
協
定
項
目
で
あ
る
新
庁
舎
整
備

　
市
で
は
、
合
併
前
の
旧
市
町
時
代
に
建

　
市
で
は
、
合
併
前
の
旧
市
町
時
代
に
建

設
し
た
各
庁
舎
を
利
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ

設
し
た
各
庁
舎
を
利
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
時
の
協
定
項
目
に
お
い
て
、「
将

　

合
併
時
の
協
定
項
目
に
お
い
て
、「
将

来
の
新
庁
舎
の
位
置
を
那
須
塩
原
駅
周
辺

来
の
新
庁
舎
の
位
置
を
那
須
塩
原
駅
周
辺

と
す
る
」こ
と
と
し
て
お
り
、
合
併
以
降
、

と
す
る
」こ
と
と
し
て
お
り
、
合
併
以
降
、

庁
内
、
議
会
、
有
識
者
や
市
民
な
ど
を
交

庁
内
、
議
会
、
有
識
者
や
市
民
な
ど
を
交

え
た
会
議
体
で
の
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し

え
た
会
議
体
で
の
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因

た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因

に
よ
っ
て
、
新
庁
舎
の
建
設
に
は
至
っ
て

に
よ
っ
て
、
新
庁
舎
の
建
設
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

社
会
情
勢
の
影
響
を
受
け
た
建
設
時
期

社
会
情
勢
の
影
響
を
受
け
た
建
設
時
期

　
平
成

　
平
成
2323
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
に
起
因
す
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原

震
災
に
起
因
す
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

子
力
発
電
所
の
事
故
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
に
よ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
に
よ

る
建
築
資
材
・
労
務
単
価
の
高
騰
な
ど
、

る
建
築
資
材
・
労
務
単
価
の
高
騰
な
ど
、

市
の
財
政
面
や
経
営
資
源
の
配
分
に
大
き

市
の
財
政
面
や
経
営
資
源
の
配
分
に
大
き

那
須
塩
原
駅
周
辺
に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
旧
３
市
町
合

併
に
お
け
る
協
定
項
目
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
背
景
と
し
て
、
合

併
以
降
、
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
行
わ
れ

て
き
た
。
８
月
25
日
、
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
・
実
施
設
計
業

務
を
行
う
事
業
者
が
決
定
。
那
須
塩
原
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
、
新
庁
舎
建
設
事
業
も
動
き
出
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
本
那
須
塩
原
駅
周
辺
整
備
室　
☎
０
２
８
７（
73
）５
１
７
５

な
影
響
を
与
え
る
政
策
課
題
が
発
生
し
、

な
影
響
を
与
え
る
政
策
課
題
が
発
生
し
、

都
度
、
新
庁
舎
の
建
設
を
延
期
し
て
き
ま

都
度
、
新
庁
舎
の
建
設
を
延
期
し
て
き
ま

し
た
。
新
庁
舎
建
設
事
業
の
財
源
の
一
つ

し
た
。
新
庁
舎
建
設
事
業
の
財
源
の
一
つ

で
あ
る
合
併
特
例

で
あ
る
合
併
特
例
債債※※

の
発
行
可
能
期
間
が

の
発
行
可
能
期
間
が

延
長
さ
れ
た
こ
と
も
、
延
期
を
判
断
す
る

延
長
さ
れ
た
こ
と
も
、
延
期
を
判
断
す
る

理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
の
延
期
に
よ
っ
て
山
積
す
る
課
題

建
設
の
延
期
に
よ
っ
て
山
積
す
る
課
題

　
新
庁
舎
建
設
を
延
期
し
て
き
た
こ
と
に

　
新
庁
舎
建
設
を
延
期
し
て
き
た
こ
と
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
特
に
本
庁
舎
は
、
昭
和

す
。
特
に
本
庁
舎
は
、
昭
和
5858
年
当
時
の

年
当
時
の

人
口
５
万
人
弱
の
旧
黒
磯
市
庁
舎
と
し
て

人
口
５
万
人
弱
の
旧
黒
磯
市
庁
舎
と
し
て

建
設
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

建
設
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
在
の
1111
万
人
規
模
の
自
治
体
の
庁
舎
と
し

万
人
規
模
の
自
治
体
の
庁
舎
と
し

て
は
手
狭
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
十

て
は
手
狭
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
十

分
な
待
合
い
・
相
談
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が

分
な
待
合
い
・
相
談
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が

困
難
」「
防
災
機
能
を
有
す
る
防
災
セ
ン

困
難
」「
防
災
機
能
を
有
す
る
防
災
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
場
所
が
な
い
」「
本
庁
機

タ
ー
を
設
置
す
る
場
所
が
な
い
」「
本
庁
機

能
の
教
育
部
や
子
ど
も
未
来
部
な
ど
を
他

能
の
教
育
部
や
子
ど
も
未
来
部
な
ど
を
他

庁
舎
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
つ

庁
舎
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
つ

の
庁
舎
で
用
務
が
済
ま
な
い
」と
い
っ
た

の
庁
舎
で
用
務
が
済
ま
な
い
」と
い
っ
た

構
造
的
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

構
造
的
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
東
京
圏
に
集
中
し
て
い
た

　
コ
ロ
ナ
禍
で
東
京
圏
に
集
中
し
て
い
た

人
や
都
市
機
能
な
ど
が
地
方
に
分
散
す
る

人
や
都
市
機
能
な
ど
が
地
方
に
分
散
す
る

流
れ
が
生
ま
れ
て
お
り
、
本
市
は
受
け
皿

流
れ
が
生
ま
れ
て
お
り
、
本
市
は
受
け
皿

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は「
那
須
塩
原
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

　

今
後
は「
那
須
塩
原
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
」を
踏
ま
え
て
、
駅
周
辺
ま

り
ビ
ジ
ョ
ン
」を
踏
ま
え
て
、
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
の
重
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
と

ち
づ
く
り
の
重
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
と

し
て
、
新
庁
舎
建
設
を
進
め
る
こ
と
と
し

し
て
、
新
庁
舎
建
設
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

※�合併した自治体が新しいまちづくりのため、新市建設計画に基づき実施する事業のうち、
特に必要と認められる事業に対する財源として、借り入れることができる地方債(借入金)。

[施設の老朽化が深刻な既存本庁舎]空調設備、電気設備、給排水設
備などの老朽化が進行している。改修工事を行うなど維持補修に努
めているものの、今後、ますますの維持管理費の増加が懸念される。

新庁舎建設基本計画
の詳細はこちら↓

■�

既
存
本
庁
舎
の
課
題

■�

新
庁
舎
の
必
要
性
と
求
め

ら
れ
る
機
能

■�

建
設
の
基
本
的
な
方
向
性

■�

規
模
・
位
置
・
財
源
な
ど

■�
建
設
の
基
本
方
針

■�
構
成
・
構
造
・
敷
地
利
用

■�

概
算
事
業
費
・
財
源
・
事

業
発
注
手
法
な
ど

■�

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

那
須
塩
原
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
や
社
会
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
内

容
を
一
部
見
直
し

建
物
の
構
造
や
配
置
、
レ

イ
ア
ウ
ト
、
備
え
る
べ
き

機
能
、
設
備
、
内
外
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
の
取
り
ま
と

め
■�

那
須
塩
原
駅
周
辺
の
将
来

像
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
ま
と
め
た
ビ
ジ
ョ
ン

を
市
民
と
と
も
に
検
討
・

策
定

■�

新
庁
舎
の
建
設
に
必
要
と

な
る
用
地
の
取
得
を
推
進

詳
細
な
設
計
書
の
作
成
、

工
事
費
の
具
体
的
な
積
算

基
本
設
計
、
実
施
設
計
に

基
づ
く
建
設
工
事

基本構想
策定

基本計画
策定

…
ビジョン策定

用地取得
基本計画
一部改定建設工事 実施設計 基本設計

待合い・相談スペースなど
サービス提供スペースの不足

正面玄関から全体が見渡せず
目的の窓口を探しにくい

市役所の機能が複数の庁舎に分かれているため
利便性と行政効率の低下を招いている

非常用電源の整備が脆
ぜいじゃく

弱。防災拠点としての不安

旧来の設計構造によるバリアフリー化の限界

空調・電気・給排水設備などの老朽化

市民が憩い、交流するスペースの不足

駅から遠い本庁舎。利用者のアクセスの不便さ

検討
・

実施内容

項目

年度

経
過・予
定

令和3年度令和8年度令和9年度 令和2年度令和7年度 令和6年度 平成30年度令和5年度 平成26年度令和4年度

山積する課題

40
歳
の
本
庁
舎
。

課
題
解
決
の
た
め
、

建
て
替
え
を
予
定
。

那須塩原駅西口に建
設を予定している新
庁舎。那須塩原駅周辺
まちづくりと一体的
に検討する新庁舎の
動きをお知らせする。

新庁舎とまちづくり
特集
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那
須
塩
原
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
庁
舎
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
設
計
事
業
者
を
公
募
し
、
８
月
25
日
、
安
井
・
隈
設
計
共
同
体
と
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
・

実
施
設
計
業
務
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
こ
で
は
設
計
事
業
者
が
公
募
の
際
に
提
案
し
た
技
術
提
案
書
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
提
案
書
ど
お
り
整
備
を
行
う
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
ま
か
な
設
計
思
想
は
引
き
継
が
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
機
能
を
設
け
る
か
な
ど
の
検
討
は
、
今
年
度
行
う
基
本
設
計
業
務
の
中
で
議
論
し
て
い
く
。

新
庁
舎
の
設
計
事
業
者
が「
安
井
・
隈
設
計
共
同
体
」に
決
定
。

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は「
市
民
公
園
が
つ
な
ぐ
開
か
れ
た
み
ど
り
の
市
役
所
」。

令
和
９
年
度
中
の
開
庁
を
目
指
す

[本市の環境に適応した工夫]本市の地域ブラ
ンドである「経木」をモチーフにした庇

ひさし
のデ

ザイン「キョウギルーフ」。強い日差しや雨
を遮り、柔らかい光と風が抜ける、半戸外
的で快適な交流空間を生み出す配慮がなさ
れた提案だった。庁舎北側には、那須おろ
しを防ぐ屋敷林を配置するといったこの土
地ならではのアイデアも盛り込まれている。

[市民公園と市役所をつなぐ市
民広場]まちのリビングであり
ワーキングスペースでもある交
流空間。左側に位置する市民公
園と右側に位置する市役所窓口
をつなぐ市民活動の交差点。

[バリアフリーな開かれた議場]
木を主体とした温もりのある
議場は、市民公園を臨む最上階
に設置。那須連山を展望できる
ホールも計画される。

[新庁舎全体のイメージ]
手前の屋外広場が「市民公園」
と称した滞在・交流スペース。

第
３
弾
　
終
わ
り

親しみやすい
便利な庁舎

交流による
まちづくりの
拠点となる庁舎

防災拠点となり、
市民の安全を
守る庁舎

環境負荷の低減に
配慮した経済的で
効率的な庁舎

市民に開かれた
庁舎

新庁舎建設
における
基本方針

技術提案書の
詳細はこちら↓

©J.C. Carbonne

隈
くま

 研
け ん ご

吾 氏
1954年生まれ。1990年、隈研吾建築都市設計
事務所設立。慶應義塾大学教授、東京大学教授を
経て、現在、東京大学特別教授・名誉教授。30
を超える国々でプロジェクトが進行中。自然と技
術と人間の新しい関係を切り開く建築を提案。

[本市を特徴づける列状集落をイメージした
短冊状の配置図]那須野が原の田園パッチ
ワークを模して地域に根差した新しいまちづ
くりの拠点を表現した。普段使いができ、ア
クティビティを誘発するパッチワーク状の
「市民公園」は、さまざまなプログラムから市
民が選択できる提案となっていた。

みちと田園が育
んだ列状集落

地域に根差した
コミュニティ

市民公園

令
和
９
年
度
中
の
開
庁
を
目
指
す

令
和
９
年
度
中
の
開
庁
を
目
指
す

　
市
で
は
、
新
庁
舎
の
設
計
業
務
を
行
う

　
市
で
は
、
新
庁
舎
の
設
計
業
務
を
行
う

事
業
者
を
５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
公
募

事
業
者
を
５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
公
募

し
、
８
月

し
、
８
月
2525
日
に
安
井
・
隈
設
計
共
同
体

日
に
安
井
・
隈
設
計
共
同
体

と
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

と
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

来
年
度
に
か
け
て
庁
舎
の
基
本
的
な
デ
ザ

来
年
度
に
か
け
て
庁
舎
の
基
本
的
な
デ
ザ

イ
ン
や
機
能
な
ど
を
決
め
る「
基
本
設

イ
ン
や
機
能
な
ど
を
決
め
る「
基
本
設

計
」、
そ
の
後
、
実
施
設
計
図
な
ど
を
作

計
」、
そ
の
後
、
実
施
設
計
図
な
ど
を
作

成
す
る「
実
施
設
計
」を
行
い
、
令
和
９
年

成
す
る「
実
施
設
計
」を
行
い
、
令
和
９
年

度
中
の
開
庁
を
目
指
し
ま
す
。

度
中
の
開
庁
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は「
み
ど
り
の
市
役
所
」

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は「
み
ど
り
の
市
役
所
」

　
今
回
提
案
さ
れ
た
庁
舎
の
基
本
コ
ン
セ

　
今
回
提
案
さ
れ
た
庁
舎
の
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
は「
市
民
公
園
が
つ
な
ぐ
開
か
れ
た

プ
ト
は「
市
民
公
園
が
つ
な
ぐ
開
か
れ
た

み
ど
り
の
市
役
所
」。
市
が
策
定
し
た
基

み
ど
り
の
市
役
所
」。
市
が
策
定
し
た
基

本
計
画
で
示
し
た「
新
庁
舎
建
設
に
当

本
計
画
で
示
し
た「
新
庁
舎
建
設
に
当

た
っ
て
の

た
っ
て
の
55
つ
の
基
本
方
針（
上
図
）」を

つ
の
基
本
方
針（
上
図
）」を

踏
ま
え
な
が
ら
、景
観
と
環
境
に
配
慮
し
、

踏
ま
え
な
が
ら
、景
観
と
環
境
に
配
慮
し
、

地
域
に
融
和
し
た
庁
舎
と
な
っ
て
い
ま

地
域
に
融
和
し
た
庁
舎
と
な
っ
て
い
ま

す
。
す
。

　

そ
し
て
、
予
定
地
の
敷
地
全
体
を「
那

　

そ
し
て
、
予
定
地
の
敷
地
全
体
を「
那

須
塩
原
を
つ
な
ぐ
市
民
公
園
」に
位
置
づ

須
塩
原
を
つ
な
ぐ
市
民
公
園
」に
位
置
づ

け
、
田
園
と
都
市
な
ど
を
つ
な
ぐ「
地
域

け
、
田
園
と
都
市
な
ど
を
つ
な
ぐ「
地
域

の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ハ
ブ
」と
し
て
新
庁

の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ハ
ブ
」と
し
て
新
庁

舎
の
空
間
や
機
能
を
提
案
し
ま
し
た
。

舎
の
空
間
や
機
能
を
提
案
し
ま
し
た
。

求
め
ら
れ
る
機
能
が
時
代
と
と
も
に
変
化

求
め
ら
れ
る
機
能
が
時
代
と
と
も
に
変
化

　

一
昔
前
の
庁
舎
は
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

一
昔
前
の
庁
舎
は
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
場
」が
設
計
に
当
た
っ
て
の

を
提
供
す
る
場
」が
設
計
に
当
た
っ
て
の

主
眼
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
し

主
眼
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
庁

た
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
庁

舎
に
求
め
ら
れ
る
機
能
が
多
様
化
し
た
こ

舎
に
求
め
ら
れ
る
機
能
が
多
様
化
し
た
こ

と
に
伴
っ
て
、
最
近
で
は
市
民
が
滞
在
・

と
に
伴
っ
て
、
最
近
で
は
市
民
が
滞
在
・

交
流
す
る
た
め
の
機
能
に
重
き
を
置
い
た

交
流
す
る
た
め
の
機
能
に
重
き
を
置
い
た

庁
舎
の
整
備
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
の
整
備
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

滞
在
・
交
流
拠
点
＝
に
ぎ
わ
い
の
核

滞
在
・
交
流
拠
点
＝
に
ぎ
わ
い
の
核

　

那
須
塩
原
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
で

　

那
須
塩
原
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
図
る
こ
と
が
重

は
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
図
る
こ
と
が
重

要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。新
庁
舎
は
、

要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。新
庁
舎
は
、

駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
要
素
と

駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
要
素
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

滞
在
・
交
流
拠
点
と
す
る
か
が
、
駅
周
辺

滞
在
・
交
流
拠
点
と
す
る
か
が
、
駅
周
辺

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
影
響
を
与
え
る
こ

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

と
で
し
ょ
う
。

　
今
後
、
設
計
業
務
の
中
で
具
体
的
な
機

　
今
後
、
設
計
業
務
の
中
で
具
体
的
な
機

能
や
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

能
や
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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本…本庁舎（共墾社108-2）
西…西那須野庁舎（あたご町2-3）
塩…塩原庁舎（中塩原1-2）

庁
舎
名

那 須 塩 原 市 か ら の お 知 ら せ
NASUSHIOBARA　CITY　INFORMATION

05
News

04
News

大
学
生
が
観
光
地
を
体
験
し
て
提
案

大
学
生
が
観
光
地
を
体
験
し
て
提
案

～
板
室
温
泉
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
～

～
板
室
温
泉
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
～

　
本
市
と
海
外
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア

共
和
国
リ
ン
ツ
市
出
身
の
ミ
ヨ
シ
・
ア
ン
ナ
・
ユ

カ
リ
さ
ん
が
８
月
か
ら
国
際
交
流
員
に
着
任
し
ま

し
た
。

〈
ユ
カ
リ
さ
ん
か
ら
の
一
言
〉

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
代
表
し
て
リ
ン
ツ
市
と
本
市

の
文
化
を
結
び
付
け
、
学
校
間
の
交
流
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
市
民
協
働
推
進
課

�

☎
０
２
８
７（
62
）７
０
１
９

　
６
月
１
日
か
ら
３
日
間
、
大
正
大
学
社
会
共
生

学
部
公
共
政
策
学
科
の
学
生
18
人
が
板
室
温
泉
を

訪
れ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
や
取
材
を
通
し
て
、
板
室
地
区
の
抱

え
て
い
る
課
題
や
現
状
を
把
握
し
、
活
性
化
の
た

め
の
提
案
を
ま
と
め
て
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

若
者
な
ら
で
は
の
提
案
が
行
わ
れ
、
今
後
観
光
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
有
意
義
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
商
工
観
光
課�

☎
０
２
８
７（
62
）７
１
５
６

新
し
い
国
際
交
流
員
が

新
し
い
国
際
交
流
員
が

着
任
し
ま
し
た

着
任
し
ま
し
た

01
News

公
共
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

公
共
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

パ
ー
ト
ナ
ー
と
愛
称
が
決
定

パ
ー
ト
ナ
ー
と
愛
称
が
決
定

　
こ
の
た
び
、
※
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
に
よ

り
、
那
須
塩
原
市
図
書
館
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
お

よ
び
関
谷
南
公
園
の
愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。
愛

称
は
9
月
1
日
か
ら
５
年
間
使
用
し
ま
す
。

※�

企
業
が
市
に
対
価
を
支
払
う
こ
と
で
、
公
共
施

設
に
愛
称
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

〈
那
須
塩
原
市
図
書
館
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
〉

▼
愛
称　
サ
ク
シ
ー
ド
・
ツ
グ
ナ
ラ
ホ
ー
ル

▼
パ
ー
ト
ナ
ー
名

　
株
式
会
社
サ
ク
シ
ー
ド

▼
価
格　
年
額
15
万
円

▼
問
い
合
わ
せ

○
那
須
塩
原
市
図
書
館

�
☎
０
２
８
７（
63
）９
０
３
１

〈
関
谷
南
公
園
〉

▼
愛
称

　
全
体
…
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
関
谷
南
パ
ー
ク

　
野
球
場
…
那
須
野
ヶ
原
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

▼
パ
ー
ト
ナ
ー
名

　
宮
沢
建
設
株
式
会
社

▼
価
格　
年
額
10
万
円

▼
問
い
合
わ
せ

○
西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�

☎
０
２
８
７（
37
）８
７
４
９

〈
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
に
関
す
る
こ
と
〉

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
企
画
政
策
課�

☎
０
２
８
７（
62
）７
３
１
５

02
News

温
泉
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
め
ぐ
り

～
Ｏ
Ｎ
ガ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集
～

　
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
は
、
欧
米

で
普
及
し
て
い
る
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
食
を
楽

し
み
、
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
知
る
旅
の
こ
と
。

こ
こ
に「
温
泉
」と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
プ
ラ
ス
し
た

イ
ベ
ン
ト「
Ｏお

ん

せ

ん

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」は
、
地
域
独
自
の
魅
力
が
満
載

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
お
し
ゃ
れ
な
お
店
や

施
設
を
中
心
と
し
た
街
並
み
と
、
豊
か
な
自
然
が

調
和
す
る「
黒
磯
エ
リ
ア
」で
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

　
11
月
18
日
㈯

▼
と
こ
ろ　
黒
磯
エ
リ
ア

　
　
　
　
　
約
７・５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

▼
参
加
費　
大
人（
中
学
生
以
上
）　
４
０
０
０
円

　
　
　
　
　
子
ど
も（
小
学
生
）　　
３
５
０
０
円

※��

小
学
生
未
満
の
子
ど
も
は
無
料
で
参
加
で
き
ま

す
が
、
食
事
の
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
定
員

　
３
０
０
人（
先
着
）

▼�

申
込
方
法

　

�

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

▼
申
込
期
間

　
９
月
21
日
㈭
～
10
月
31
日
㈫

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
商
工
観
光
課�

☎
０
２
８
７（
62
）７
１
５
６

◀
く
る
る

▶
那
珂
川
河
畔
公
園

03
News

来
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も
の

来
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も
の

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

○
西
学
校
教
育
課�

☎
０
２
８
７（
37
）５
２
８
９

　
対
象
者
に
は
、
９
月
中
に
関
係
書
類
を
郵
送
す
る
の
で
必
ず
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
指
定
の
日
程
で
都
合
が
悪
い
と
き
は
、
他
の
会
場
で
受
診
で
き
る
の
で

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 　
子
ど
も
が
健
診
を
受
け
て
い
る
間
、
保
護
者
に
は
子
育
て
を
振

り
返
り
、
大
切
な
心
構
え
を
学
ぶ「
親
学
習
」を
実
施
し
ま
す
。

実施日 健診対象校 会場

10月4日㈬ 西小学校 西小学校

10月13日㈮ 豊浦小学校 豊浦小学校

10月16日㈪ 東原小学校 東原小学校

10月18日㈬ 共英小学校 共英小学校

10月23日㈪ 鍋掛小学校 鍋掛小学校

10月24日㈫ 黒磯小学校 黒磯小学校

10月30日㈪ 東小学校 東小学校

11月  1日㈬ 南小学校 南小学校

11月  9日㈭ 槻沢小学校 槻沢小学校

11月10日㈮ 埼玉小学校 埼玉小学校

11月17日㈮ 箒根学園・塩原小中学校 箒根学園

11月20日㈪ 大原間・波立小学校 大原間小学校

11月24日㈮ 三島小学校 三島小学校

11月28日㈫ 大山小学校 大山小学校

11月29日㈬ 高林・青木小学校 高林小学校

11月30日㈭ 稲村小学校 稲村小学校

▶
那
須
塩
原
市
図
書
館
内
の

　
多
目
的
ホ
ー
ル

◀
関
谷
南
公
園
・
野
球
場
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市
で
は
、
一
般
廃
棄
物（
家
庭
か
ら
出

る
ご
み
、
事
業
者
か
ら
出
る
産
業
廃
棄
物

以
外
の
ご
み
）を
適
正
に
処
理
し
、
市
民・

事
業
者
が
協
働
で
ご
み
の
減
量
化
・
再
資

源
化
に
努
め
る
た
め
、今
年
の
3
月
に「
第

2
期
那
須
塩
原
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
現
状
を
見
て
み
る
と
、
表
１
の
と
お
り

家
庭
か
ら
出
る
ご
み（
資
源
物
を
除
く
）の

量
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、令
和
14（
２
０
３

２
）年
度
ま
で
の
目
標
値
を
表
２
・
4
の

と
お
り
設
定
し
ま
し
た
。
1
人
1
日
当
た

り
の
家
庭
系
ご
み
排
出
量
の
目
標
値

（
４
５
８
グ
ラ
ム
／
人
・
日
）を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
現
状
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合

の
ご
み
の
排
出
量（
５
６
２
グ
ラ
ム
／
人・

日
）と
比
較
し
て
、
1
人
1
日
当
た
り

１
０
４
グ
ラ
ム
の
削
減
が
必
要
で
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
か

ら
、
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

ごみごみのの減量化・資源化減量化・資源化を考えようを考えよう
▶�問い合わせ　本廃棄物対策課　☎0287（62）7301

【表1】家庭から出るごみの量の状況（資源物を除く）

【R3年度】
ごみ処理量　  23,359トン
1人1日当たり　547グラム　
※現状のまま推移するとR14年度には562グラムに！

H24
(2012)

H27
(2015)

H30
(2018)

R3
(2021) (年度)

600

450

300

150

0

(グラム/人・日) (トン/年)
40,000

30,000

20,000

10,000

0

521 527 537 547

22,674 22,847 23,089 23,359

【表3】事業に伴って出るごみの量の状況

【R3年度】
ごみ処理量　  13,409トン
1人1日当たり　314グラム　

600

450

300

150

0

(グラム/人・日) (トン/年)
40,000

30,000

20,000

10,000

0H24
(2012)

H27
(2015)

H30
(2018)

R3
(2021) (年度)

15,687 16,070 15,265 13,409

361 371 355
314

【表2】家庭から出るごみの量の目標値（資源物を除く）

【R14年度目標値】
ごみ処理量　  18,278トン（R3比：△5,081トン）
1人1日当たり　458グラム（R3比：△89グラム）

600

450

300

150

0

(グラム/人・日) (トン/年)
40,000

30,000

20,000

10,000

0
R5

(2023)
R8

(2026)
R11
(2029)

R14
(2032) (年度)

530 506 482 458

22,323 20,767 19,522 18,278

300 28512,644 11,672

【表4】事業に伴って出るごみの量の目標値
(トン/年)
40,000

30,000

20,000

10,000

0
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0

(グラム/人・日)

R5
(2023)

R8
(2026)

R11
(2029)

R14
(2032) (年度)

【R14年度目標値】
ごみ処理量　  10,091トン（R3比：△3,318トン）
1人1日当たり　253グラム（R3比：△61グラム）

269 253

10,880 10,091

★ごみを削減するためにできることごみを削減するためにできること

食べ残しの削減
・適切な量を調理し、食べきりましょう

生ごみの水切り
・�処理にかかるエネルギーを減らすた
め、生ごみを出す前に水をよく切りま
しょう

冷蔵庫のチェック
・�冷蔵庫の中を確認し、消費・賞味期限
切れや二重買いを防ぎましょう

リユース
・�衣類や家電などのいらなくなったもの
は、リユースショップやフリマアプリ
を活用しましょう

使い捨て製品のお断り
・�マイバッグ、マイ箸、マイスプーン、
マイフォークを使いましょう
・過剰包装は断りましょう

身近な資源化
・�菓子箱、チラシ、ティッシュ箱、はが
きなどを可燃ごみではなく、資源とし
て出しましょう

ごみステーションの
ルールを守ろう！

詳しくは、市ホームページを
確認してください。

よろしく
お願いします

iOS版

Android版

令和5（2023）年10月号令和5（2023）年10月号 89

285300

11,67212,644

小型充電式電池は必ず分別し電池の日に出してください
「小型充電式電池」は、さまざまな製品に使用されています。製品から取り外して、「電池」の日に出してください。
また、「モバイルバッテリー」も「電池」の日に出してください。

【小型充電式電池が使用されている製品例】

※�出せる小型充電式電池の大きさの上限は、コードレス掃
除機のバッテリー（手のひらに乗るサイズ）が目安です。
※�小型充電式電池が取り外せない家電製品は、無理に分解
をせず、そのまま小型家電として出してください。
※�リサイクルマークがついている小型充電式電池は、電気
店などの回収ボックスも併せて利用してください。

お願い

電動工具 コードレス家電
(充電式掃除機など) デジカメ 電話機

(固定・携帯・スマホ) 加熱式たばこ ハンディファン電気シェーバー
電動歯ブラシ おもちゃ

▲リサイクルマーク

分別しないと
ごみ処理施設などの
火災の原因に！！
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認定区分 対象 1日の教育・保育時間 利用できる施設

1号認定 満3歳以上で、昼間、教育のみを必要とする子ども 4時間 幼稚園、認定こども園

2号認定 満3歳以上で、朝夕も含めた保育を必要とする子ども
11時間または8時間

保育園、認定こども園

3号認定 満3歳未満で、朝夕も含めた保育を必要とする子ども 保育園、認定こども園、
地域型保育施設

保育園 幼稚園 認定こども園 地域型保育施設
就労などのため、家庭で
保育のできない保護者に
代わって保育する施設

小学校以降の教育の基礎
をつくるための幼児期の
教育を行う施設

幼稚園と保育園の機能や特長を併せ持
ち、地域の子育て支援も行う施設

19人以下の少人
数で子どもを保
育する施設

0歳児～小学校就学前
（2、3号認定）

満3歳児～小学校就学前
（1号認定）

0歳児～小学校就学前
（1、2、3号認定）

0歳児～2歳児
（3号認定のみ）

夕方までの保育のほか、
園により延長保育を実施
している。土曜の利用も
可能

昼過ぎごろまでの教育時
間に加えて、園により午
後や土曜、夏休みなどの
長期休業中の預かり保育
などを実施している

（2、3号認定の場合）
夕方までの保育のほか、園により延長保
育を実施している。土曜の利用も可能

（1号認定の場合）
昼過ぎごろまでの教育時間に加えて、
園により預かり保育を実施している

夕方までの保育
のほか、施設に
より延長保育を
実施
土曜の利用も可
能

施設や認定区分 いろいろな施設の種類や認定区分があるけど、どう違うの？
知っておこう！

A.�保育料は、公立・私立とも同じです。施設ごとに特色がありますので、
申し込みの前に見学をおすすめします。

※3～5歳とは、満3歳になった後の4月1日から小学校入学前までの3年間です。

Q.公立と私立の保育園の違いはありますか？

Q.保育料が無償になるのはどんな人ですか？

Q.保育料以外にどのような経費がかかりますか？
A.�用品購入費や保護者会費などがかかります。施設ごとに異なりますので、
詳細は各施設に確認してください。

A.�3～5歳※の子どもは保育料が無料です。また、0～2歳までの住民税非課
税世帯の子どもの保育料は原則無料になります。保育料は入園決定後に
計算し、保護者へ通知します。各保育園・認定こども園・

地域型保育施設の詳しい
情報は、こちらを確認！

教えてみるひ
ぃ

？？？？？？

①月48時間以上の就労　②産前産後　③保護者の疾病・負傷・障害
④同居親族の介護　⑤災害復旧　⑥求職活動中　⑦就学・職業訓練

保育が必要な理由 いずれかに該当する場合、2号または3号認定が受けられます

①幼稚園などに直接利用申し込み

②幼稚園などから入園の内定を受ける

③幼稚園などを通じて市に認定の申請

④幼稚園などを通じて市から認定証を交付

⑤幼稚園などに入園の手続き

利用する施設によって手続きが異なります

該当する人は次の点に注意してください

手続き完了

①�市に「保育の必要性」の認定と保育園など
の利用希望を申し込み

②市から認定証を交付

③希望や施設の空き状況により市が利用調整

④利用先決定後、入園の手続き

各幼稚園、各認定こども園

来年度の途中で保護者の産休・育休期間が終わり、
その時点からの入園を希望する場合も、期間内に申し込みが可能です。

申し込み時点で妊娠中の人は、申し込みが可能です。

西保育課、本子育て支援課、塩総務福祉課
箒根出張所

必要です！

申し込み手続き

次の場合には・・

確認しておこう！

確認しておこう！

・1次　10月2日㈪～11月6日㈪
・2次　11月7日㈫～来年1月9日㈫

・入園申込書
・重要事項チェックシート
・保育の必要性を証明する書類※

・申請する保護者の個人番号が確認できる書類
・身分証明書 ※事由によって必要書類が異なります。

※�申し込みに必要な書類は市ホーム
ページからもダウンロードできます。

保育園、認定こども園、地域型保育施設
（2号・3号認定）

幼稚園、認定こども園
　（1号認定）

配布場所配布場所
申込場所申込場所

申込期間申込期間

必要書類必要書類

申し込み受け付け中
※�事前見学や説明会については、
　各園に直接問い合わせてください。

・入園申込書
・申請する保護者の個人番号が確認できる書類
・身分証明書

申し込み申し込み
手続き手続き

なすしおばらなすしおばら KK
キッズキ ッ ズ
IDSIDS

子育て情報をお届け！

▼問い合わせ　西保育課　☎0287（46）5536

10月2日
受 付 開 始 令和6年度園児募集令和6年度園児募集

保育園保育園
認定こども園認定こども園
地域型保育施設地域型保育施設

なすしおばらなすしおばら KKキッズキ ッ ズIDSIDS
子育て情報をお届け！

2号・3号
認定
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Health InformationHealth Information

公開講座　～呼吸器疾患を学ぶ～
菅間記念病院では健康増進公開講座を定期開催していま
す。今回は「呼吸器疾患」をテーマに講演を行います。
▶�とき
　10月14日㈯　午後2時～
▶�ところ
　大正堂くろいそみるひぃホール
▶�内容　
　①わが輩（肺）健康を考える
　②本当は怖い睡眠時無呼吸
▶対象　どなたでも
▶�料金　無料
▶�定員　150人
※定員になり次第締め切り。
▶申し込み・問い合わせ
　菅間記念病院総務課　☎0287（62）0733

新型コロナワクチン秋開始接種
9月20日から秋開始接種を開始しました。
接種を希望する人は、予約してください。
【秋開始接種】
▶�対象
　�初回接種を受け、前回接種から3カ月を
経過した、生後6カ月以上の人
▶�予約方法　WEB予約または
　電話予約（☎050（5490）8360）
※電話は平日午前9時～午後5時。
【初回接種】
これから初回接種を受ける人は、年齢に
より予約方法が異なります。詳しくは市
ホームページを確認してください。
▶問い合わせ
　健康増進課　☎0287（62）7197

介護予防筋力トレーニング参加者募集
最近体力の衰えを感じたり、転びやすくなったりしてい
ませんか。歩行用の温水プールや介護予防用の安全なマ
シンを使って体を動かしましょう。
▶�内容・とき　
・プール　12月1日～来年3月8日の毎週火・金曜
・マシン　12月4日～来年3月11日の毎週月・木曜
※いずれも午前の部または午後の部（全26回）。
▶�ところ　市シニアセンター（来所困難な人のみ送迎）
▶�対象　介護保険認定を受けておらず、総合事業対象者

になっていない65歳以上の市民
▶�定員(抽選)　
　プール 午前・午後各10人、マシン 午前・午後各8人
▶�参加費　1回当たり300円　▶�申込期限　10月31日㈫
▶申し込み・問い合わせ(申し込みには来所が必要です)
　市シニアセンター　☎0287（73）2210

高齢者向け予防接種
対象の人は、重症化を防ぐワクチンを接種しましょう。
〈インフルエンザワクチン〉
▶�対象
　①65歳以上の人
　②�60歳以上65歳未満で一定の障害や免疫

疾患がある人
▶�接種期間　10月1日～来年2月29日
〈肺炎球菌ワクチン〉
▶対象
　①�今年4月から来年3月末までに65歳・70歳・75歳・

80歳・85歳・90歳・95歳・100歳になる人
　②60歳以上65歳未満で一定の障害や免疫疾患がある人
※過去に接種したことがない人のみ。
▶�接種期限　来年3月31日
▶問い合わせ　健康増進課　☎0287（62）7197

接種予約
システム

詳しくはこちら
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▶問い合わせ
○本市民課　☎（62）7132

マイナンバーカード
【休日】交付・申請・

マイナ保険証利用など申し込み

※�交付は終日（予約制）、
申請などは正午まで。

詳しくはこちら

10月28日㈯

お知らせ掲示板

広　告

　
く
ら
し

行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
は

行
政
相
談
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
行
政
相
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は
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国
の
行
政
全
般
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つ
い
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苦
情
や
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行
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立
っ
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要
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あ
っ
せ
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す
る
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と
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、
問
題
の
解
決
や

要
望
の
実
現
を
促
進
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、
制
度
や
行
政
運
営

の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
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※
10
月
の
相
談
日
は
、
23
ペ
ー
ジ
参
照
。

〈
秋
の
巡
回
行
政
相
談
〉

▼
と
き　
10
月
19
日
㈭　
午
後
１
時
～
3
時

▼
と
こ
ろ　
高
林
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
企
画
政
策
課�

☎（
62
）７
１
０
９

　
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民
活
動
団
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が
行
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公
益
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の
高
い
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
、
活

動
費
の
一
部
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

対
象　
市
内
を
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な
活
動
範
囲
と
し
、
構

成
員
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５
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で
そ
の
半
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市

民
か
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勤
務
・
通
学
者
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あ
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団
体
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募
集
事
業　
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若
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献
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）
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・
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月

▼�
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２
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月
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※
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除
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。
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課
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せ
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※市内は、市外局番 0287を省略した表記にしています。

本…本庁舎（共墾社108-2）
西…西那須野庁舎（あたご町2-3）
塩…塩原庁舎（中塩原1-2）

庁
舎
名

　
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、
１
カ

月
間
の
中
で
の
走
行
・
歩
行
距
離
を
自
治
体

間
で
競
う「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー

ク
」に
本
市
も
参
加
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
10
月
１
日
㈰
～
31
日
㈫

▼
申
込
方
法　
ス
マ
ー
ト
ォ
ン
専
用
ア
プ
リ

　
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

　
西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課�

☎（
37
）５
４
３
９

▶火災のテレフォンサービス　☎0287(22)0119

○7月の火災と救急
火　災 救　急

建物 2件 交通事故 33件

林野 0件 急病 402件

その他 0件 その他 111件

本年の累計 25件 本年の累計 3,123件

　
住
ま
い
・
環
境

1
カ
月
の
走
行
・
歩
行
距
離
を

競
い
ま
す

　
福
祉

高
齢
者
住
宅
改
修
相
談
員
派
遣

　

高
齢
者
の
在
宅
生
活
の
質
の
向
上
を
図

る
た
め
、
住
宅
改
修
相
談
員(

理
学
療
法
士)

が
自
宅
に
訪
問
し
、
対
象
者
の
体
の
状
態

を
確
認
し
て
手
す
り
の
設
置
や
段
差
解
消

な
ど
、
住
宅
改
修
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、

必
要
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　
身
体
機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ

　
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民

▼
費
用　
無
料

▼��

申
込
方
法

　

高
齢
福
祉
課
、
西
市
民
福
祉
課
、
塩
総

　
務
福
祉
課
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
申
込
書
に

　
記
入

▼
問
い
合
わ
せ

○

高
齢
福
祉
課�

☎（
62
）７
１
１
３

10月は「土地月間」、10月1日は「土地の日」
～適正な土地取引や土地利用を行いましょう～

▶問い合わせ
　 都市計画課　☎(62)7159

河
川
内
の
樹
木
を
伐
採
し

持
ち
帰
る
人
を
募
集
し
ま
す

　

洪
水
時
に
川
の
流
れ
を
せ
き
止
め
た
り
、

倒
木
が
橋
を
壊
し
た
り
す
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
河
川
内
に
繁
茂
す
る
樹
木
を
伐
採
し

持
ち
帰
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　
県
内
在
住
の
個
人
、

　
団
体
、
法
人

▼
伐
採
場
所　
蛇
尾
川

▼
申
込
期
間　
10
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮

▼
伐
採
期
間　
11
月
～
来
年
３
月

▼
問
い
合
わ
せ

○
大
田
原
土
木
事
務
所

�

☎
０
２
８
７（
23
）６
５
４
４

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▼�

募
集
住
宅
情
報

〇
地
区
・
団
地　
黒
磯
・
若
松
団
地

〇
募
集
戸
数
・
間
取
り　
１
戸
・
３
Ｄ
Ｋ

〇
家
賃

　
１
万
７
６
０
０
円
～
３
万
４
5
０
０
円

※�

家
賃
は
、
収
入
な
ど
に
応
じ
て
記
載
の
範

囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

※�

こ
の
ほ
か
、
随
時
募
集
し
て
い
る
住
宅
が

あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る

か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�

▼�

申
込
方
法　
や
し
お
プ
ラ
ザ
で
配
布
す
る

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※�

満
60
歳
以
上
の
単
身
世
帯
申
し
込
み
可
。

※
台
所
給
湯
器
は
、自
己
設
置
と
な
り
ま
す
。

▼�

申
込
期
間　
10
月
5
日
㈭
～
17
日
㈫

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

※
応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い
場
合
は

　
締
め
切
り
後
も
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼�

抽
選
日　
10
月
19
日
㈭　
午
前
10
時

▼�

抽
選
会
場　
や
し
お
プ
ラ
ザ

※
応
募
者
は
全
員
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

そ
の
他　
入
居
に
は
各
種

　
要
件
が
あ
り
ま
す
。
事
前

　
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○�

市
営
住
宅
管
理
事
務
所 

や
し
お
プ
ラ
ザ

　
（
末
広
町
53
‐
71
）�

☎（
74
）２
８
０
０

北
那
須
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
つ
ど
い

　

北
那
須
浄
化
セ
ン
タ
ー（
東
那
須
野
・
西

那
須
野
・
箒
根
地
区
の
汚
水
処
理
施
設
）の

施
設
見
学
の
ほ
か
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど
楽
し
い
催
し

や
記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。

▼
と
き　
10
月
７
日
㈯　
午
前
９
時
～
正
午

※
受
け
付
け
は
、
午
前
11
時
30
分
ま
で
。

▼�

と
こ
ろ　
北
那
須
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

�

（
大
田
原
市
宇
田
川
１
７
９
０
‐
１
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
北
那
須
浄
化
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
２
８
７（
28
）２
２
７
７

発生件数 死亡者 負傷者 重傷者

7月中 22件（+　1） 0人（　 0） 26人（－  6） 5人（－  1）

うち高齢者 7件（　  0） 0人（　 0） 5人（－  2） 2人（　  0）

本年累計 118件（+  1） 2人（+  1） 139人（－  5） 23人（＋  1）

うち高齢者 52件（＋11） 2人（+  1） 32人（＋  5） 6人（－  1）

（　）は前年同月比

○7月の交通事故発生状況（人身事故）

▶問い合わせ　本生活課　☎（62）7127

合 計 114,199人 （－  60）

男 56,764人 （－    4）

女 57,435人 （－  56）

世 帯 49,223世帯 （＋  18）

出 生 62人 転  入 292人

死 亡 110人 転  出 304人

○9月の人口

▶問い合わせ� 本市民課　☎（62）7132

9月1日現在   （ ）は前月比

市
戦
没
者
追
悼
式

　
戦
没
者
の
英
霊
に
対
し
て
安
ら
か
な
冥
福

を
祈
り
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。
誰
で

も
参
加
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
参

列
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
10
月
５
日
㈭　
午
前
10
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
三
島
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ

○

社
会
福
祉
課�

☎（
62
）７
１
３
５

図
柄
入
り
那
須
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
交
付
開
始
日
が
決
定

▼
申
込
開
始
日

　

　
９
月
25
日
㈪

▼
交
付
開
始
日

　
10
月
23
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

○
図
柄
入
り
那
須
ナ
ン
バ
ー

　
導
入
実
行
委
員
会（
那
須
地
区
広
域
行
政

　
事
務
組
合
内
）

�

☎（
65
）３
６
１
１

広　告

広　告 広　告
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本…本庁舎（共墾社108-2）
西…西那須野庁舎（あたご町2-3）
塩…塩原庁舎（中塩原1-2）

庁
舎
名

　

蔵
書
点
検
に
伴
い
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

休
館
中
の
返
却
は
、
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
正
面
玄

関
脇
の
返
却
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
市
外
の
図
書

館
か
ら
借
り
受
け
た
資
料
は
、
破
損
の
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
返
却
ポ
ス
ト

に
入
れ
ず
に
那
須
塩
原
市
図
書

館
・
西
那
須
野
図
書
館
の
窓
口

へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

期
間　
10
月
16
日
㈪
～
18
日
㈬

▼�

問
い
合
わ
せ　

○
塩
原
図
書
館�

☎（
48
）７
５
２
１

　

那
須
野
営
場
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
協
力

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
協
力
し
て

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ザ
作
り
を
行
い

ま
す
。

▼�

と
き　
10
月
15
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼�

と
こ
ろ　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
那
須
野
営
場

�

（
西
三
島
７
丁
目
３
３
４
）

▼�

対
象　
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

▼�

参
加
費　
５
０
０
円

▼�

定
員　
30
人

▼�

申
込
期
限　
10
月
６
日
㈮

▼�

申
込
方
法　
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み

▼
申
し
込
み
・�

問
い
合
わ
せ

○
西
生
涯
学
習
課�

☎（
37
）５
９
２
５

　
西
那
須
野
地
区
の
小
学
５
・
６
年
生
が
描

い
た
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

▼�

期
間　
９
月
30
日
㈯
～
10
月
29
日
㈰

▼�

と
こ
ろ　
那
須
野
が
原
公
園

サ
ン
サ
ン
タ
ワ
ー

▼�

問
い
合
わ
せ　

○
田
園
空
間
博
物
館
運
営
協
議
会
事
務
局

�（
西
産
業
観
光
建
設
課
内
）☎（
37
）５
１
０
８

〈
鍋
掛
地
区
の
奥
州
道
中
歴
史
講
座
〉

　
江
戸
時
代
の
五
街
道
の
ひ
と
つ
で
あ
る
奥

州
道
中
と
、
奥
州
道
中
沿
い
の
宿
場
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

▼�

と
き　
10
月
21
日
㈯
、
11
月
18
日
㈯
、
12

月
９
日
㈯
、
来
年
１
月
13
日
㈯
、
２
月
17

　
日
㈯（
全
５
回
）

　
各
回
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼�

と
こ
ろ　
鍋
掛
公
民
館

▼�

対
象　
市
民
・
市
内
勤
務
者
で
１
時
間
程

度
歩
け
る
人

▼�

定
員　
20
人

▼�

参
加
費　
無
料

▼�

申
込
期
間　
10
月
３
日
㈫
～
11
日
㈬

▼�

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

▼�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
鍋
掛
公
民
館�

☎（
60
）１
１
６
４

　

も
の
作
り
の
楽
し
さ
や
木
の
持
つ
温
か

さ
、
自
然
の
息
づ
か
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、
市
内
小
中
学
生
が
作
っ
た
木
工
工
作
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　
10
月
７
日
㈯
～
15
日
㈰

▼�

と
こ
ろ　

　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

　
く
る
る

▼�

問
い
合
わ
せ

○

農
林
整
備
課�

☎（
62
）７
１
４
８

　
文
化
・
教
養

児
童
生
徒
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
示

塩
原
図
書
館
が
臨
時
休
館
し
ま
す

〈
塩
原
文
学
碑
巡
り
講
座
〉

　
多
く
の
文
人
に
愛
さ
れ
た
塩
原
温
泉
。
塩

原
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
さ
れ
た
文
学
碑
を

巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
10
月
27
日
㈮　
午
前
９
時
～
正
午

▼�

と
こ
ろ　

　
塩
原
温
泉
街（
塩
原
公
民
館
集
合
）

▼�

対
象　
市
民

▼�

定
員　
15
人

▼�

参
加
費　
無
料

▼�

申
込
期
間　
9
月
26
日
㈫
～
10
月
15
日
㈰

▼�

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

▼�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
塩
原
公
民
館�

☎（
32
）３
８
１
２

　
那
須
野
が
原
を
潤
す
那
須
疏
水
や
田
園
空

間
博
物
館
の
サ
テ
ラ
イ
ト（
史
跡
な
ど
の
地

域
展
示
物
）を
巡
る
散
策
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼�

と
き　
11
月
19
日
㈰　
午
前
８
時
30
分
～

※
受
け
付
け
は
、
午
前
８
時
か
ら
。

▼�

と
こ
ろ　
那
須
野
が
原
公
園
周
辺

▼�

定
員　
80
人

▼�

参
加
費　
無
料

▼�

申
込
方
法　

　
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
み

▼�

申
込
期
間　
10
月
15
日
㈰
～
31
日
㈫

▼
申
し
込
み
・�

問
い
合
わ
せ　

○
那
須
野
が
原
公
園
管
理
事
務
所

�

☎（
36
）１
２
２
０

那
須
野
が
原
西
部
田
園
空
間

博
物
館
サ
テ
ラ
イ
ト
絵
画
展

市
国
際
交
流
協
会

創
立
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
「
食
」と「
音
楽
」を
テ
ー
マ
に
、
ワ
ー
ル
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
イ
ン
ド

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
食
と
と
も
に
米

国
空
軍
太
平
洋
音
楽
隊
や
ア
ジ
ア
学
院
に
よ

る
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼�

と
き　
10
月
28
日
㈯　

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

▼�

と
こ
ろ　
割
烹
石
山（
黒
磯
駅
前
）

▼�

参
加
費　
無
料（
詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

▼�
問
い
合
わ
せ　

○
那
須
塩
原
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

�（

市
民
協
働
推
進
課
内
）☎（
62
）７
０
１
９

第
18
回
那
須
野
が
原
ウ
ォ
ー
ク

「
那
須
塩
原
子
ど
も
カ
レ
ッ
ジ
」

き
み
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ザ
を

つ
く
ろ
う

市
民
大
学
連
携
講
座

〈
秋
の
夜
長
を
楽
し
む
講
座
〉

　
５
つ
の
学
び
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
10
月
20
日
㈮
・
27
日
㈮
、
11
月
10

　
日
㈮
・
17
日
㈮
・
24
日
㈮（
全
５
回
）

　
各
回
午
後
７
時
30
分
～
９
時

▼�

と
こ
ろ　
西
那
須
野
公
民
館

▼�

対
象　
全
５
回
出
席
で
き
る
市
民

▼�

定
員　
15
人（
先
着
）

▼�

参
加
費　
３
５
０
０
円

▼�

申
込
開
始
日　
10
月
４
日
㈬

▼�

申
込
方
法　
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み

▼�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
西
那
須
野
公
民
館�

☎（
36
）１
１
４
３

塩
原
温
泉
文
学
ま
つ
り

　
お
琴
の
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
、
文
学
と
秋

の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
10
月
19
日
㈭　
午
前
10
時
～
正
午

▼�

と
こ
ろ　
塩
原
も
の
語
り
館

▼�

参
加
費　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

○
塩
原
温
泉
観
光
協
会�
☎（
32
）４
０
０
０

広　告

10月31日㈫が納期限です

10月の納税

●�市県民税� 第3期
●�国民健康保険税� 第4期
●後期高齢者医療保険料
� 第4期

～納税は便利な口座振替で～

塩
原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク

〈
旧
塩
原
御
料
林
の
森
〉

▼
と
き　

　
11
月
３
日
㈷
㈮　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

〈
土ど
だ
い
ら平

の
森
〉

▼
と
き　
11
月
４
日
㈯　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

〈
弥や
た
ろ
う
や
ま

太
郎
山
の
森
〉

▼
と
き　
11
月
５
日
㈰　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

〈
大
沼
公
園
の
森
〉

▼
と
き　
11
月
11
日
㈯　
午
前
９
時
30
分
～

　
午
後
０
時
30
分
、
11
月
12
日
㈰　
午
前
９

　
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
塩
原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー�

�

☎（
32
）３
０
５
０

10月は不正軽油撲滅強化月間
不正軽油に関する情報は、「不正軽油110番」まで

▶問い合わせ
　栃木県税事務所（不正軽油110番）
　☎0282（23）3862

広　告

事前相談事前相談無料

□お葬儀見積り
□家族葬のコツ
□お葬式の流れ
□急なご安置
□墓じまい
□樹木葬の価格

10  22 日 5  
場所　大田原市西地区公民館　会議室1

（大田原市浅香3-3578-74）
10 18

 

 大塚     
     otsuka.gyousyo@gmail.com

     0287-46-5031
(予約受付時間　平日10時から17時まで）



文化コーナー
―Culture & Art―

●パイプオルガン設置10周年記念事業
　ヴァンサン・デュボワ
　オルガン・リサイタル
▶とき　11月26日㈰　午後3時開演
▶入場料（全席自由）　2,000円
　大学生以下1,000円
▶チケット発売　9月23日㈷㈯～

ホームページ

●ふるさとの音楽家シリーズVol.42
　モーツァルト合奏団
▶とき　12月3日㈰　午後2時開演
▶入場料（全席自由）　
　500円、小・中学生無料（要入場券）
▶出演　モーツァルト合奏団
　ヴァイオリン独奏：戸

と ざ わ
澤 哲

て つ お
夫

　チェンバロ：米
よねざわ

沢 陽
よ う こ

子
▶チケット発売　10月7日㈯～

〈共通事項〉
小学生以上のみ入場可。詳細はホームペー
ジを確認するか問い合わせてください。

●特別展「那須塩原風景画譚
た ん

」
▶とき　前期：10月7日㈯～11月12日㈰
　　　　後期：11月18日㈯～来年1月14日㈰
▶ところ　企画展示室
▶�観覧料　一般300円
　高校・大学生200円
　小・中学生100円
※20人以上は50円割引。

☎0287（24）0880
那須野が原ハーモニーホール 那須野が原博物館

☎0287（36）0949

灰野文一郎《那須の山》
栃木県立美術館蔵

ホームページ

18令和5（2023）年10月号

いちご大福 ブルーベリー大福 奥州山本不動まんじゅう まつたけ最中

甘
かんせいどう
盛堂

(棚倉字新町86）
☎0247（33）3056
🈺午前8時30分～午後7時
㊡火曜
※祝日などで定休日が変更にな
る場合があります。

玉
た ま や か し て ん
屋菓子店

(逆川字向原52）
☎0247（33）6715
🈺午前9時～午後6時
㊡第１・第3日曜
※ブルーベリー大福の販売は、6
月下旬から9月上旬までです。

おばまや
(寺山字亀崎4）
☎0247（33）5825
🈺午前8時～午後6時
㊡不定休
※確実に購入したい場合は事前
予約をお願いします。

栄
さかえやかしてん
屋菓子店

(棚倉字西中居29-5）
☎0247（33）2381
🈺午前8時30分～午後6時
㊡不定休

いちごの甘味が
　　　口いっぱいに広がる

生のブルーベリーが
　　　　ごろっと入った 自家製あんたっぷりの 松茸の香りが

　　　　ほのかに香る

城下に残るたなぐらの和菓子

平成26年 1月、
栃木県（大田原
市・那須塩原市・
那須町・那珂川
町）・福島県（棚
倉町・矢祭町・

塙町）・茨城県（大子町）の2市6町
による『八溝山周辺地域定住自立
圏域』が形成されました。圏域の
地域活性化につなげる取り組みの
一環として、圏域市町のPR情報
をお届けします。

この記事は八溝山周辺地域
定住自立圏の連携事業です

福
島
県
棚
倉
町
は
、
陸む

つ
い
ち
の
み
や

奥
一
宮
で
あ
る
馬ば

ば
つ
つ
こ
わ
け

場
都
々
古
別
神
社
と
、
奥

お
う
し
ゅ
う
い
ち
の
み
や

州
一
宮
で
あ
る

八や
つ
き
つ
つ
こ
わ
け

槻
都
々
古
別
神
社
の
２
つ
の
一
宮
が
現
存
す
る
な
ど
、
多
く
の
神
社
仏
閣
が
残
る

情
緒
あ
ふ
れ
る
城
下
町
で
す
。
秋
に
は
美
し
い
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
、
秋
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
と
町
内
の
和
菓
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
北
の
小
京
都 

た
な
ぐ
ら

　
　
　
　
秋
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

本殿の朱塗りが今も残る「八槻
都々古別神社」は福島県を代表
する奥州一宮です。落ち着い
た空気が満ちあふれ、美しいイ
チョウの絨

じゅうたん

毯を楽しめます。

秋には、お堀を囲むように木々が色鮮やかに紅葉し、美しく
飾られる城跡が楽しめます。また、追手門跡付近に佇

たたず

む推定
樹齢640年の大ケヤキは、棚倉町のシンボルとなっています。

棚倉町シンボルキャラクター
「たなちゃん」

■
問
い
合
わ
せ　
棚
倉
町
観
光
協
会　
☎
０
２
４
７（
33
）７
８
８
６

山本不動尊の「もみじ参道」
は、駐車場から護摩殿までの
紅葉のトンネルを楽しめま
す。カメラを構える観光客も
多く訪れます。

山
やまもとふどうそん
本不動尊

(大字北山本字小檜沢94-2）

棚
たなぐらじょうあと
倉城跡 (大字棚倉字城跡)  国指定史跡

八
やつき
槻都

つ つ
々古

こ
別
わけ
神
じんじゃ
社

(大字八槻字大宮224)

Photo:芳賀元昌

<展示解説>
▶とき　10月15日㈰　午後2時～
▶�参加費　無料　▶�定員　20人(先着)
※直接来館してください。30分前から受け付け開始。

<特別展座談会「那須と塩原の魅力をさぐる」>
▶とき　11月25日㈯　午後2時～4時
▶話者　杉村 浩

ひ ろ や
哉 氏（栃木市立美術館長）

　　　　伴
ばん

 敦
あ つ し

志 氏（日本地質学会員）
▶�参加費　無料　▶�定員　50人(先着)
▶申込方法　電話で申し込み
▶申込開始　10月7日㈯　午前9時～

●疏水太鼓・与一太鼓
　～邦楽への誘いVol.10～
▶とき　12月9日㈯　午後2時開演
▶入場料（全席自由）　1,000円、大学生以下500円
▶出演　那須野ケ原疏水太鼓、
　与一太鼓、石田 さえ（琵琶）、
　石田 雄

た け し
士（尺八）

▶チケット発売　10月14日㈯～

ホームページ

大正堂くろいそみるひぃホール ☎0287（63）3219

●Share Arts なすしおばら 
　フルーツ＆ベジタブルカービング
　ハロウィンかぼちゃ展示
▶とき　10月29日㈰～11月3日㈷㈮　午前9時～午後5時
※最終入館は午後4時30分。
▶入場料　無料

●那須塩原市中学校音楽祭
　第2回吹奏楽フェスティバル
▶とき　10月9日㈷㈪　午後1時30分開演
▶入場料　無料（要整理券）
▶出演　黒磯中学校、三島中学校、西那須野中学校

●クリスマスゴスペルライブ
ゴスペルクワイヤの「W

ウ イ ッ シ ィ ズ
iSHes」、プロのゴスペル

歌手である「H
ハ ル ア ン ド パ ン ダ
AL＆Panda」、ゴスペル講座受講

生たちの歌声で、一足早いクリスマスのひととき
をお過ごしください。
▶とき　12月17日㈰　午後2時開演
▶入場料　500円
▶チケット発売　
　10月17日㈫～

ヴァンサン・デュボワ

那須野ケ原疏水太鼓

令和5（2023）年10月号19

●石ぐら会の那須野が原入門講座
▶内容　①移住人の入植と生活

②那須疏水と那珂川
③那須野が原を最初に潤した用水路

▶とき　①10月14日㈯ ②10月21日㈯ ③10月28日㈯
※時間はいずれも午前10時～正午。
▶参加費　無料　▶定員　各回30人（超えた場合は抽選）
▶申込期間　9月28日㈭～10月10日㈫
▶�申込方法　電話で申し込み



20令和5（2023）年10月号

広報
みんなの 「みんなの広報」は市民の皆さんから投稿いただいた情報を掲載し

ています。掲載している情報は行政情報ではありませんので、不
明な点などは各問い合わせ先に連絡してください。

21 令和5（2023）年10月号

▶問い合わせ
　西生涯学習課　��☎0287（37）5419

金毛におおわれた勇者誕生
～ミヤマクワガタのオス羽化～

金毛が美しいミヤマクワガタ
（右下）蛹

ようしつ
室から大アゴをだすミヤマクワガタ　撮影日：2023.8.3

那須塩原自然を愛そう

　「やった！　ついに、ミヤマのオスが羽化したゾ！」
令和3年にクリーンセンターに涼みにきたミヤマク
ワガタが産卵した、子どもたちの1匹が8月上旬に羽
化しました。現在、ミヤマクワガタは、温暖化の影
響や森林伐採による雑木林の減少で、生息域を大き
く減らしています。これ以上環境悪化が進むと、身
近なクワガタでなくなるかもしれません。いつまで
も私たちの身近な自然の友だちでいられるように、
みんなで環境保全を真剣に考えていきましょう。
　本コーナーを長年読んでいただいた皆さん、本当
にありがとうございました。また、一緒に書きつづ
けてくれた友人たちには、感謝してもしきれません。
本市の自然とは、これからも付き合っていこうと思っ
ています。皆さんとは、またどこかで出会えること
を期待して、さようなら！　あきお

み～つけた
ちっちゃ

な自然

NO. 221

バックナンバーはこちら▲

クリスマスファミリーデークリスマスファミリーデー
県立なす高原自然の家のクリスマスリースづくりや調理活動を通じて家族の交流を深める、
1泊2日のイベントです。

▶とき　12月9日㈯～10日㈰
▶ところ　県立なす高原自然の家（那須町湯本157）
▶�対象　県内外の家族
▶参加費　在住が県内外により、料金が変わります
▶�定員　15組　※定員を超えた場合は抽選。

▶申込期間　10月5日㈭～30日㈪
▶申込方法　電話または申し込みフォームで申し込み
▶申し込み・問い合わせ
　県立なす高原自然の家
　☎0287（76）6240

詳
し
く
は

こ
ち
ら
↓

県で実施する就労に関する無料セミナー・相談会です。
▶�とき
　10月11日㈬
　①セミナー：午前10時30分～正午
　②個別面接会：午後1時～4時
▶�ところ　いきいきふれあいセンター
▶対象　求職活動中の人
▶申込方法　電話で申し込み
▶定員　①15人
　　　　②3人
▶申し込み・問い合わせ
　大田原労政事務所　☎0287（22）4158

とちぎジョブモールとちぎジョブモール
巡回セミナー・巡回相談会巡回セミナー・巡回相談会

　

旧
青
木
家
那
須
別
邸
は
、
青

木
周
蔵
の
別
荘
と
し
て
明
治
21

（
１
８
８
８
）年
に
建
築
さ
れ
、

そ
の
後
増
築
を
重
ね
、
明
治
42

（
１
９
０
９
）年
に
ほ
ぼ
現
在
の
姿

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
７（
１
９
９
５
）年
に

県
に
寄
贈
さ
れ
、
県
が
同
８

（
１
９
９
６
）年
か
ら
解
体
調
査
を

行
い
、
同
10（
１
９
９
８
）年
に
南

東
側
に
50
メ
ー
ト
ル
移
動
し
て
現

在
の
位
置
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
計
し
た
男
爵
松ま
つ
が
さ
き

ヶ
崎
萬つ
む
な
が長

は
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
工
科
大

学
な
ど
で
建
築
技
術
を
学
び
、
美

し
い
意
匠
を
凝
ら
し
た
建
物
を
多

く
手
掛
け
ま
し
た
が
、
国
内
に
現

存
す
る
の
は
青
木
邸
た
だ
一
つ
で

す
。
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
だ
け

で
は
な
く
、
貴
重
な
近
代
建
築
と

し
て
も
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

所
在
地
：
青
木
27
番
地

道
の
駅「
明
治
の
森
・
黒
磯
」

明治期の華族青木周蔵(子
爵）は、ドイツ貴族の経営す
る林間農業に強い関心を持
ち、那須野が原で実践しま
した。ドイツ建築の工法を
用いた旧青木家那須別邸は、
農場のほぼ中央に別荘とし
て建築され、現在国の重要
文化財に指定されています。

貴重な近代建築貴重な近代建築
～旧青木家那須別邸～～旧青木家那須別邸～

▶�とき
　①個別相談会
　　10月23日㈪　午前10時～午後3時50分
　②ミニ面接会
　　11月6日㈪　午後1時30分～3時30分
▶�ところ　いきいきふれあいセンター
▶対象　求職活動中の女性・高齢者
▶申込方法　電話または申し込みフォームで申し込み
▶定員　①5人　②30人
▶申し込み・問い合わせ
　㈱栃木ワークエントリー栃木事業部
　☎028（612）8643

女性とシニア対象女性とシニア対象
個別相談会・企業ミニ面接会個別相談会・企業ミニ面接会

　今年度着任した3人の隊員の活動を紹介します。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊
奮闘記奮闘記

▶問い合わせ　本企画政策課　☎0287（62）7106

地域とアートをつなぐ活動を担当。
黒磯駅近くにあるアートスペースの運
営や、絵を描いたりアートを取り入れ
たグッズを作るワークショップを開催
しています。

田
たうら
浦 梨

り お
央 隊員

持続可能なスポーツ環境整備を担当。
子どもたちが継続してスポーツに親し
む環境づくりや、地域スポーツクラブ
の活動支援、市内のスポーツイベント
の運営などに取り組んでいます。

渥
あつみ
美 祐

ゆうじろう
次郎 隊員

スポーツツーリズム推進を担当。
大規模スポーツ大会や合宿の誘致、合
宿プログラムの作成、大学と連携した
スポーツを核としたまちづくりなどを
進めています。

渥
あつみ
美 瞳

ひとみ
 隊員

協力隊
インスタグラム



み い なんな っしょに かよく

vol.79
▶問い合わせ
　本市民協働推進課　☎0287（62）7019

男女共同参画情報男女共同参画情報

22令和5(2023）年10月号 2223 令和5(2023)年10月号

相　　談 相談日 時　　間 会　　場 問い合わせ・備考

行政相談

3日㈫

午後1時～3時

西那須野公民館

●国、県、市など行政の仕事に対する意見や要望
本企画政策課　　　　　　　  ☎ 0287(62)710911日㈬ いきいきふれあいセンター2階

19日㈭ 高林公民館

不動産相談
(予約制) 23日㈪ 午後1時30分～

3時30分
県不動産会館県北支部

（大正堂くろいそみるひぃホール前)
※相談日当日までに要予約。
県宅建協会県北支部　　   　  ☎ 0287(62)6677

司法書士による相談
(予約制) 7日㈯ 午前10時～午後3時 西那須野公民館 ※相談日2日前までに要予約。

県司法書士会　　　　　   　  ☎ 028(614)1122
相続・遺言相談

(予約制) 29日㈰ 午前10時～午後3時 とちぎ福祉プラザ
（宇都宮市若草 1-10-6）

※予約受付期間 10月2日㈪～
宇都宮地方法務局　　　   　  ☎ 028(623)0911

健康相談
食生活相談
(予約制)

2日㈪ 午後1時30分～3時 西那須野保健センター

●保健師や管理栄養士による健診の結果相談や、
　その他心身の健康相談
黒磯保健センター　　    　　 ☎ 0287(63)1100

6日㈮ 午前9時30分～11時 黒磯保健センター

16日㈪
午後1時30分～3時

黒磯保健センター

20日㈮ 西那須野保健センター

25日㈬ 午前9時30分～11時 黒磯保健センター

31日㈫ 午後1時30分～3時 西那須野保健センター

こころの相談
(予約制)

5日㈭
午前10時～正午
午後1時～5時

西那須野保健センター ●�日本カウンセリング学会カウンセリング心理士に
よる相談

本社会福祉課　　　      　　  ☎ 0287(62)702619日㈭ 黒磯保健センター

ポラリス☆とちぎ
出張相談会
(予約制)

2日㈪ 午後1時30分～
4時30分 いきいきふれあいセンター ●ひきこもりで悩んでいる本人、家族のための相談

本社会福祉課　　　      　　  ☎ 0287(62)7135

人権相談 3日㈫ 午後1時～3時 健康長寿センター ●人権相談、人権保護などの相談
本市民協働推進課　　　　　  ☎ 0287(62)7019

マザーズコーナー
出張職業相談

12日㈭ 午前9時15分～正午 いきいきふれあいセンター 2階
●子育て中の人の出張就職相談
ハローワーク大田原      　 　　☎ 0287(22)2268

18日㈬ 午後1時～3時 つどいの広場「ほっぺ」（方京）

育児相談
（予約制）

12日㈭ 午前9時30分～
午後2時30分

黒磯保健センター
●保健師や栄養士などによる育児に関する相談
西子育て相談課   　　 　　　 ☎ 0287(38)1356

16日㈪ 西那須野保健センター

一人で悩まず困ったら相談を　10月の各種無料相談カレンダー
各種相談の市ホームページはこちら→

弁護士による
法律相談 (予約制)

  ※年度内1人2回
　  まで可。

10日㈫ 午後1時30分～
3時50分 いきいきふれあいセンター 2階 ※予約受付期間 10月2日㈪～6日㈮。定員14人

本社会福祉課　 　　　　　　 ☎ 0287(62)7135

24日㈫ 午後1時30分～
3時50分 健康長寿センター ※予約受付期間 10月16日㈪～23日㈪。 定員14人

西市民福祉課　　　　　　　  ☎ 0287(37)6231
広域無料法律相談

(予約制) 12日㈭ 午後1時30分～
4時30分

トコトコ大田原 市民交流センター
（大田原市中央1-3-15）

※予約受付期間 10月5日㈭～11日㈬。 定員18人
大田原市総務課　　　　　    ☎ 0287(23)1111

市民編集委員/阿久津一志　菊地千恵
　 　　　� 柳場美枝子　米田千瑳夫

今回のテーマは 「ジェンダーハラスメント」 です

市ホームページまたは本市民協働推進課で
閲覧できます。

第3次男女共同参画行動計画に関する
令和4年度年次報告書を作成しました

「みいな」バック
ナンバーはこちら→
ウェブ版も見てね！

育児休業制度を利用したことなどを理由
として、職場内で嫌がらせを受けていな
いですか？
これらは「マタニティハラスメント」です。
心当たりのある人は会社の人事担当や、
外部の相談窓口に相談しましょう。

「マタニティハラスメント」知っていますか？

市では6月30日に、ジェンダー・ハラスメント研究家の小林 敦
あ つ こ

子氏による職員 
研修「ジェンダーハラスメントと向き合う」を開催し、102人が参加しました。
ジェンダーハラスメントの意味と実例、それには自分が持っているバイアス(偏
見)が深くかかわっていること、アンコンシャス・バイアス(無意識の偏見)を乗
り越えるためには、物事を多面的に捉える力が必要で、複雑な物事を複雑なま
まに理解することを学びました。 

「無意識の偏見」がなくなることはありませんが、性別に関わりなく互いに協力
し合える社会の実現のために、自分の価値観で決めつけたり、押し付けたりし
ないように意識しましょう。

市職員の研修を実施しました！

「ジェンダー・ハラスメント」をなくすには
何が一番必要だと思いますか

職場では、男女の地位はどの程度
平等になっていると思いますか

市職員アンケート結果

・「女性だから」という理由で研修の機会が男性と比べて少なかった
・無意識でジェンダーハラスメントを行っていることに気づいた
・アンコンシャス・バイアスをどう乗り越えていくかが分かって良かった
・特に管理職には今回のような研修を積極的に受けてほしい参加者の声

62％62％
平等になっている平等になっている26％26％

どちらかといえばどちらかといえば
男性が優遇されている男性が優遇されている

4％4％

どちらかといえばどちらかといえば
女性が優遇されている女性が優遇されている

6％6％
男性が優遇されている男性が優遇されている

1％1％女性が優遇されている女性が優遇されている
1％1％無回答無回答

50％50％
自分の意識自分の意識

20％20％
研修会・勉強会研修会・勉強会

15％15％
無回答無回答

4％4％

その他その他

7％7％講演・セミナー講演・セミナー

3％3％広報・チラシ広報・チラシ
による周知による周知

1％1％

ホームページなどホームページなど
SNSによる周知SNSによる周知
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とちぎ救急医療電話相談
急病やけがで心配な時、相談してください。家庭での対処法など、
経験豊富な看護師がアドバイスします。
※緊急時や重症の場合は、迷わず119番を利用してください。
▶子ども向け（おおむね15歳未満）
○相談時間…毎日午後6時～午前8時（日曜・祝日は24時間対応）
○電話番号…局番なし ☎#8000　または　☎028（600）0099

10 ●イベント　●健康・福祉　●スポーツ　
●文化・芸能　●行政　㊡休館　(　)内は掲載ページ
※複数日開催されるものは初日のみ記載しています。

令和5年　/　2023年

October

日（sun） 月（mon） 火（tue） 水（wed） 木（thu） 金（fri） 土（sat）

1 2 3
●�犯罪被害者等支
援巡回パネル展
（～6日）（13）

4 5
●�戦没者追悼式
（15）

6 7
●�市駅伝大会
　（9月号17）
●�木工工作コンクール
作品展示（～15日）
（17）

8 9 10 11 12 13 14
●�オルガン・リサイタル
（9月号19）

15
●�プロジェクショ
ンコンサート（9
月号19）

16
㊡�塩原図書館
　（～18日）（16）

17 18 19 20 21
●�森麻季ソプラノ・リ
サイタル（7月号15）

22 23 24
●�THE TAO 夢幻
響（8月号27）

25 26 27 28
●�マイナンバーカード
休日交付（13）
●�国際交流協会創立30
周年記念イベント
（16）

29 30 31
●�市税などの納期
限（17）

11/1 2 3 4

夜間診療　診療日時…毎日午後7時～9時30分

那須地区夜間急患診療所　　☎0287（47）5663
○診察科目…内科、小児科
○ところ…大田原市中田原1081―4（那須赤十字病院本館1階）
※那須地区夜間急患診療所は那須赤十字病院に併設された、
　那須赤十字病院とは別の医療機関です。

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

スマートフォンやタブレット端末から
広報なすしおばらを読むことができます

休日当番医は変更となる場合があります。最新の情報
は、市ホームページや当日の新聞で確認してください。

10月の休日当番医　　　　　　　　　　　診察時間は各医療機関に
問い合わせてください

1日
㈰ 須田医院　　　　　　　　（高林） ☎0287(68)0006

8日
㈰ みどりクリニック　　　（一区町） ☎0287(37)8231

9日
㈷㈪ 田崎医院　　　　（那須町寺子丙） ☎0287(72)0111

15日
㈰ 那須脳神経外科病院　　　（野間） ☎0287(62)5500

22日
㈰ みずぬまクリニック　　（東三島） ☎0287(39)1581

29日
㈰ なすのクリニック　　　（共墾社） ☎0287(60)5211


